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で
は
導
べ
ー
ル
・
ギ
ス
カ
ー
ル
ら
の
活
躍
が
ノ
ル

マ
ソ
の
不
敗
信
仰
を
創
り
あ
げ
る
の
に
寄
与
し
て

お
り
、
そ
の
意
味
で
は
ノ
ル
マ
ソ
人
の
範
鷹
に
は

い
る
之
と
に
な
る
つ
つ
ま
り
、
こ
こ
に
ま
た
ノ
ル

マ
ソ
人
で
あ
っ
て
ノ
ル
マ
ソ
人
で
な
い
存
在
が
で

き
て
し
ま
う
。
一
一
世
紀
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
人

人
に
せ
よ
、
イ
タ
リ
ア
の
ノ
ル
マ
ソ
人
に
せ
よ
、

著
者
の
定
義
で
は
こ
の
よ
う
に
不
明
瞭
な
位
置
づ

け
し
か
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
定
義
づ
け
自
体
に

問
題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
実
際
、
著
者
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
ノ
ル
マ
ソ
人
を

一
つ
の
客
観
的
存
在
と
し
て
の
民
族
と
み
な
す
こ

と
に
対
す
る
疑
問
か
ら
出
発
し
、
神
話
に
よ
る
結

び
つ
き
に
よ
る
民
族
を
強
調
し
た
の
だ
が
、
む
し

ろ
彼
の
考
え
る
「
ノ
ル
マ
ソ
人
」
が
民
族
と
い
え

る
の
か
と
い
う
問
題
に
遡
及
す
る
こ
と
の
方
が
よ

り
ょ
く
そ
の
実
体
に
迫
り
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
た
と
え
ば
、
著
者
が
ノ
ル
マ
ソ
神
話
の
命
題

の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
「
ノ
ル
マ
ソ
デ
ィ
と

い
う
統
一
体
へ
の
帰
属
意
識
を
持
つ
こ
と
」
に
は

も
っ
と
大
き
い
意
味
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ノ
ー
ス
マ
ン
の

支
配
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
住
み
、

あ
る
い
は
、
ノ
ル
マ
ソ
デ
ィ
か
ら
や
っ
て
き
た
入

人
こ
そ
ノ
ル
マ
ソ
人
（
第
二
次
）
で
あ
り
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
や
イ
タ
リ
ア
へ
赴
い
た
ノ
ル
マ
ソ
人
の

子
孫
が
ノ
ル
マ
ソ
人
で
な
く
な
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
ノ
ル
マ
ソ
デ
ィ
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
っ

た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
一

三
世
紀
に
ノ
ル
マ
ソ
人
が
姿
を
消
す
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
地
位
が
低
下
し
、
フ
ラ

ン
ス
の
中
の
一
地
方
人
の
意
味
し
か
持
た
な
く
な

っ
た
た
め
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
、
本
書
を
手
に
し
て
感
じ
ら
れ
た
こ
と
を

幾
つ
か
述
べ
て
き
た
が
タ
、
何
よ
り
も
ノ
ル
マ
ソ
人

（
第
黒
黒
）
の
理
解
に
一
つ
の
聾
し
い
視
点
を
提

供
し
て
く
れ
る
そ
の
意
義
は
大
き
く
、
こ
の
邦
訳

を
大
い
に
歓
迎
し
た
い
。
な
お
、
訳
に
は
一
部
に

不
適
妾
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
全
般
に

読
み
や
す
く
、
ま
た
多
く
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て

い
て
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

「
ノ
ル
マ
ン
人
」
に
つ
い
て
の
入
門
書
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
多
く
の
入
が
一
読

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
（
四
六
判
　
二
〇
五
百
ハ
　
～
九
八
一
年
七
月

　
　
　
　
刀
水
歴
史
全
書
一
〇
　
二
二
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
（
山
邊
規
子
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

受
贈
図
書
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（
一
九
八
一
年
一
月
二
七
日
～
四
月
ニ
ニ
日
）
　
燭

三
康
文
化
研
究
所
所
報
　
一
五

日
本
史
研
究
（
碍
本
史
研
究
会
）
　
二
二
一

史
　
と
美
術
（
史
泌
と
美
術
岡
守
門
）
　
五
＝

研
究
紀
要
（
尾
道
短
期
大
学
）
　
三
〇

韓
国
史
研
究
彙
報
（
韓
国
七
里
編
纂
委
員
会
）

　
一
三

神
道
史
研
究
（
祇
園
八
坂
神
栓
）
　
二
九
一
一

民
族
学
研
究
（
日
本
民
族
学
会
）
　
四
五
一
三

奈
良
大
学
紀
要
（
奈
良
大
学
）
九

井
上
鋭
夫
著
山
の
民
・
川
の
民
（
平
凡
社
）

文
学
会
計
（
山
口
大
学
文
学
会
）
　
一
三

神
道
学
（
出
雲
大
社
神
道
学
会
）
　
　
一
〇
八

山
道
文
庫
論
集
（
慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
）

　
一
七

神
道
史
研
究
（
八
坂
神
社
神
道
史
学
会
）
　
二
八

　
一
四

文
学
部
論
叢
（
立
正
大
学
文
学
部
）
　
六
九

鹿
児
島
経
大
論
集
（
鹿
児
島
経
済
大
学
）
　
一
＝

　
一
四

東
洋
学
文
献
類
冒
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

　
　
一
九
七
八
年
度

民
族
研
究
（
北
京
民
族
研
究
雑
誌
社
）
　
一
九
八



　
一
年
一
期

朝
鮮
学
術
通
報
（
在
豊
本
朝
鮮
人
科
学
者
協
会
）

　
一
六
i
一
二
・
～
四

人
類
学
雑
誌
（
日
本
人
類
学
会
）
　
八
九
一
一

肥
田
政
彦
著
　
邪
馬
空
名
（
所
謂
邪
馬
台
圏
）
は

　
焼
津
・
登
呂
（
肥
田
政
彦
）

社
会
科
学
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
図
書
館
）
　
一
九

　
八
○
年
六

人
文
学
（
同
志
社
大
学
人
文
学
会
）
　
一
三
六

文
化
学
年
報
（
同
志
社
大
学
人
文
学
会
）
　
三
〇

歴
史
学
報
（
韓
国
歴
史
学
会
）
　
八
七
・
八
八

紀
要
（
札
幌
大
学
教
養
部
）
　
一
七

金
日
成
著
作
集
二
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
図
書
館
）

社
会
科
学
論
叢
（
長
崎
大
学
教
育
学
部
）
　
三
〇

人
文
論
叢
（
東
京
工
業
大
学
）
　
六

文
理
論
集
（
西
南
学
院
大
学
）
　
一
ニ
ー
二

東
北
学
院
大
学
論
集
（
文
船
卸
学
会
）
　
　
一
一

石
炭
研
究
資
料
叢
書
（
九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料

　
セ
ン
タ
ー
）
　
二

産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
大
学
）
　
二
六
・
二
七

立
命
館
史
学
（
立
命
館
史
学
会
）
　
二

岡
崎
市
史
研
究
（
岡
崎
市
史
編
纂
委
員
会
）
　
三

東
京
大
学
出
版
会
図
書
理
録
（
東
京
大
学
出
版
会
）

　
　
一
九
八
一
年
版

三
好
洋
子
著
　
イ
ギ
リ
ス
中
世
村
落
の
研
究

　
（
東
京
大
学
出
版
会
）

文
明
（
東
海
大
学
文
明
研
究
所
）
　
一
三

三
浦
添
文
化
（
京
浜
急
行
電
鉄
三
浦
古
文
化
研
究

　
所
）
　
一
一
八

経
済
経
営
論
集
（
青
谷
大
学
経
済
経
営
学
会
）

　
二
〇
1
三
・
四

南
方
文
化
（
天
理
南
方
文
化
研
究
会
）

山
形
大
学
史
学
論
集
（
山
形
大
学
）
　
一

人
文
論
叢
（
福
岡
大
学
）
　
一
ニ
ー
四

隅
島
大
学
文
学
部
紀
要
（
広
島
大
学
）

　
四
〇
特
輯
号
一
・
二

文
化
語
学
集

　
九
八
一
年
一

測
教
蓉
｛
部
門
亜
ハ
（
徳
島
大
学
）
　
　
一
六

人
文
科
学
論
集
（
信
州
大
学
人
文
学
部
）

七四
〇
、

（
朝
鮮
社
会
科
学
院
図
書
館
）
　
一

編
　
集
　
後
　
記

一
五

　
ま
た
雪
で
す
。
雪
と
言
え
ば
、
遙
か
昔
の
大
学

院
入
試
の
日
も
雪
で
し
た
。
受
験
の
た
め
自
転
車

で
急
い
で
い
た
小
生
、
路
傍
か
ら
友
人
に
呼
び
か

け
ら
れ
た
拍
子
に
路
面
凍
結
の
た
め
転
倒
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
專
な
き
を
得
た
も
の
の
、
友
人
は

「
ス
ペ
ル
」
凶
兆
で
は
な
い
か
と
心
配
し
、
そ
こ

で
、
一
度
滑
っ
て
お
け
ば
あ
と
は
安
心
だ
と
解
そ

う
と
い
う
合
意
を
な
し
た
も
の
で
す
。
と
も
あ
れ
、

本
号
が
御
手
元
に
と
ど
き
ま
す
の
は
、
風
花
が
桜

吹
雪
に
か
わ
る
の
も
ま
も
な
く
、
新
入
院
生
が
研

究
潜
の
道
を
裂
差
し
て
や
っ
て
来
る
の
も
ま
も
な

く
の
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　
元
・
明
連
続
性
を
地
主
類
型
を
通
じ
て
検
証
し

よ
う
と
し
た
ユ
ニ
…
ク
な
檀
上
論
文
、
初
期
庄
園

に
つ
い
て
大
胆
な
問
題
提
起
を
行
な
っ
た
丸
山
論

文
、
深
く
沈
潜
し
て
ル
タ
ー
思
想
の
梅
造
を
挟
り

出
し
た
永
田
論
文
、
通
説
を
支
え
る
足
を
一
本
｝

本
切
り
倒
す
が
ご
と
き
新
鋭
南
川
論
文
、
充
分
御

吟
味
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
も
う
一
人
の
敏
）

一
九
八
二
年
二
月
二
五
日
邸
刷

一
九
八
二
年
三
月
一
日
発
行

史
発
行
人

印
欄
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二
九
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